
世界史演習（茂木） 

前 期 第 １ 回  先 史 時 代  

問 １  人 類 の 進 化 に 関 す る 記 述 と し て 、誤 っているものを 1 つ 選 べ 。  

①  ア ウ ス ト ラ ロ ピ テ ク ス は 剥 片 石 器 や 細 石 器 を 使 用 し た 。  

②  北 京 原 人 は 火 を 使 用 し 、 会 話 の 能 力 を 有 し て い た 。  

③  ネ ア ン デ ル タ ー ル 人 は 埋 葬 の 風 習 を 有 し て い た 。  

④  ク ロ マ ニ ョ ン 人 は ア ル タ ミ ラ の 洞 窟 絵 画 を 描 い た 。           （ 関 西 学 院 ）  

 

問 2  北 京 原 人 に 関 す る 記 述 と し て 、 適 切 な もの を 1 つ 選 べ 。  

①  周 口 店 で発 見 さ れた 北 京 原 人 に は 、 埋 葬 の 習 慣 が あ っ た と 考 え ら れる 。  

②  北 京 原 人 は 、 骨 角 器 を 使 っ た 形 跡 が あ る 。  

③  ネ ア ン デ ル タ ー ル 人 も、 原 人 に 分 類 さ れ て い る 。  

④  周 口 店 では 、 新 人 の 化 石 も発 掘 さ れた 。       （ 明 治 ・ 全 学 共 通  改 ）  

 

問 3  旧 人 に 関 す る 記 述 と し て 、誤 っているものを 1 つ 選 べ 。  

①  す でに 火 を 使 用 し て い た 。  

②  埋 葬 な ど の 宗 教 的 行 為 が 確 認 さ れて い る 。  

③  現 生 人 類 と ほ ぼ 同 じ 大 脳 容 積 を 持 っ て い た 。  

④  周 口 店 上 洞 人 の 発 見 で 、 旧 人 の 生 活 が 解 明 さ れた 。    （ 中 央 ・ 法  改 ）  

 

 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ①  問 ２  ④  問 ３  ④   

 

【 論 述 問 題 】  

旧 石 器 時 代 か ら 新 石 器 時 代 へ の 変 化 に つ い て 、 以 下 の 語 句 を 用 い て 9 0 字 以 内 で

説 明 し な さ い 。  

 土 器  磨 製 石 器  
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第 1 回  オ リ エ ン ト  

問 1  エジ プ ト 中 王 国 時 代 に 関 す る 記 述 と し て 、 適 切 な もの を 1 つ 選 べ 。  

①  テ ル = エル = ア マ ル ナ に 都 を お い た 。  

②  粘 土 板 に 楔 形 文 字 で記 さ れ た 大 量 の 外 交 文 書 、 ア マ ル ナ 文 書 が 作 成 さ れた 。  

③  ラ メ ス 2 世 は 、 カ デ シ ュ の 戦 い の あ と ヒ ッタ イ ト と 現 存 最 古 の 平 和 条 約 を 結 ん だ 。  

④  中 王 国 の 衰 退 後 、 遊 牧 民 ヒ ク ソ ス が デ ル タ 地 帯 を 支 配 し 第 1 5 王 朝 を 建 て た 。  

（ 早 稲 田 ・ 人 間 科 学  改 ）  

 

問 2  古 代 エジ プ ト に 関 連 し た 記 述 の う ち 、 適 切 な もの を 2 つ 選 べ 。  

①  ギ ザに 大 ピ ラ ミ ッド を 建 設 さ せ た ク フ 王 は 、 古 王 国 時 代 第 4 王 朝 の 王 であ る 。  

②  ア モ ン が 唯 一 神 と し て 強 制 さ れた 中 王 国 時 代 の 一 時 期 を 除 き 、 太 陽 神 を 主 神 と

し た 多 神 教 を 信 仰 し た 。  

③  古 王 国 の 衰 退 後 、 下 エジ プ ト の メ ン フ ィ ス に 興 っ た 王 家 が 第 1 1 王 朝 を 開 き 、 官 僚

制 度 を 整 え た 。  

④  写 実 的 な ア マ ル ナ 美 術 は 、 第 1 8 王 朝 ア メ ン ホ テ プ 4 世 の 時 代 に 開 花 し た 。  

⑤  第 1 9 王 朝 の ト ト メ ス 3 世 は シ リ ア の カ デ シ ュ を め ぐっ て ヒ ッタ イ ト と 戦 い 、 最 古 の 平

和 条 約 を 結 ん だ 。                                  （ 早 稲 田 ・ 社 会  改 ）  

 

問 3  シ ュ メ ー ル 人 に 関 す る 記 述 と し て 、 適 切 な も の を 1 つ 選 べ 。  

①  シ ュ メ ー ル 人 は 太 陰 暦 を 使 用 し た 。  

②  シ ュ メ ー ル 人 は 、 神 聖 文 字 を 発 明 し た 。  

③  シ ュ メ ー ル 人 の 王 ハ ン ム ラ ビ は 、 同 害 復 讐 の 原 則 を 重 視 し た 。  

④  シ ュ メ ー ル 人 の 都 市 国 家 は 、 ヒ ッタ イ ト に 征 服 さ れた 。   （ 慶 應 義 塾 ・ 商  改 ）  

 

問 4  ヒ ッタ イ ト に 関 す る 記 述 と し て 、誤 っているものを 1 つ 選 べ 。  

①  イ ン ド = ヨ ー ロ ッパ 語 系 の 民 族 が 建 国 し た 。  

②  王 国 の 首 都 は 小 ア ジ ア の ハ ット ゥ シ ャ （ 現 ボ ア ズ キ ョ イ ） に 置 か れた 。  

③  前 1 6 世 紀 初 め 頃 、 バ ビ ロ ン 第 3 王 朝 を 滅 ぼ し た 。  

④  馬 を 使 用 し 、 早 くか ら 鉄 製 武 器 を 用 い た 。  

⑤  1 2 世 紀 初 め 、 「 海 の 民 」 の 侵 入 に よ っ て 滅 亡 し た 。      （ 中 央 ・ 商  改 ）  

 

問 5  ユダ ヤ 教 確 立 ま での 歴 史 に 関 す る 記 述 と し て 、誤 っているものを 1 つ 選 べ 。  

①  ヘ ブ ラ イ 人 は 前 1 3 世 紀 こ ろ 、 モー セ に 率 い ら れて エジ プ ト を 脱 出 し た と さ れる 。  

②  ヘ ブ ラ イ 王 国 第 3 代 の 王 ソ ロ モン は イ ェ ル サ レ ム に ヤ ハ ウ ェの 神 殿 を 建 て た 。  

③  ダ ヴ ィ デ 王 の 死 後 、 ヘ ブ ラ イ 王 国 は イ ス ラ エル 王 国 と ユダ 王 国 に 分 裂 し た 。  

④  新 バ ビ ロ ニ ア の ネ ブ カ ド ネ ザ ル 2 世 は 前 5 8 6 年 、 ユダ 王 国 を 滅 ぼ し て 、 住 民 を バ ビ

ロ ン に 強 制 移 住 さ せ た 。                       （ 早 稲 田 ・ 人 間 科 学 ）  
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問 6  四 王 国 時 代 に 関 す る 記 述 と し て 、誤 っているものを １つ 選 べ 。  

①  リ デ ィ ア は 世 界 最 古 の 硬 貨 を 発 行 し 、 ギ リ シ ア 人 の 交 易 活 動 に も 影 響 を 与 え た 。  

②  エジ プ ト は デ ル タ 地 帯 の サ イ ス に 都 を お き 、 ギ リ シ ア 人 に 特 権 を 与 え て 優 遇 し た 。  

③  新 バ ビ ロ ニ ア は イ ス ラ エ ル 王 国 を 滅 ぼ し 、 住 民 を バ ビ ロ ン に 強 制 連 行 し た 。  

④  イ ラ ン 高 原 を 統 一 し た メ デ ィ ア は 、 エク バ タ ナ に 都 を お い た 。 （ 早 稲 田 ・ 教 育  改 ）  

 

問 7  ア ケ メ ネ ス 朝 に 関 す る 記 述 と し て 、誤 っ て い る も の を 2 つ 選 べ 。  

①  キ ュ ロ ス 2 世 に よ り バ ビ ロ ン 捕 囚 を 解 か れ た ユダ ヤ 人 は 、 帰 国 し て イ ェル サ レ ム に 神

殿 を 再 建 し 、 ユダ ヤ 教 を 成 立 さ せ た 。  

②  全 国 を 2 0 あ ま り の 州 に 分 け 、 サ ト ラ ップ を お い て 統 治 し た 。  

③  軍 用 道 路 「 王 の 道 」 を 整 備 し 、 監 察 官 「 王 の 耳 」 「 王 の 目 」 を 派 遣 し た 。  

④  ア ケ メ ネ ス 朝 で 国 教 と さ れた ゾ ロ ア ス タ ー 教 は 、 唐 代 の 中 国 で祆 教 と 呼 ば れた 。  

⑤  ペ ル セ ポ リ ス を 帝 国 行 政 の 首 都 と 定 め た 。          （ 早 稲 田 ・ 社 会  改 ）  

 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 1  ④  問 2  ① ・ ④  問 3  ①  問 4  ③   

問 5  ③  問 6  ③   問 7  ④ ・ ⑤  

 

【 論 述 問 題 】  

エジ プ ト 新 王 国 で 行 わ れ た 宗 教 改 革 に つ い て 、  

以 下 の 語 句 を 用 い て 9 0 字 以 内 で説 明 し な さ い 。    

  テ ー ベ  多 神 教  遷 都  

 

 

 

【 論 述 問 題 解 答 例 】  

第 ０回  旧 石 器 時 代 は 打 製 石 器 を 用 い た 狩 猟 採 集 の 獲 得 経 済 だ っ た 。 新 石 器 時

代 に 農 耕 ・ 牧 畜 の 生 産 経 済 が は じ まり 、 農 具 と し て の 磨 製 石 器 、 調 理 や 貯 蔵 用 の 土

器 が 作 ら れ 、 定 住 生 活 が は じ まっ た 。 （ 8 5 字 ）  
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前 期 第 ２ 回  古 代 ギ リ シア ①  

問 １  エー ゲ 文 明 に 関 す る 説 明 と し て 、誤 っているものを 1 つ 選 べ 。   

①  ク レ タ 文 明 の 特 徴 を よ く 示 す もの に 、 生 物 を 描 い た 壺 絵 が あ る 。  

②    テ ィリ ン ス は 、 ク レ タ 文 明 の 代 表 的 遺 跡 の 一 つ で あ る 。   

③  ミ ケ ー ネ 文 明 では 、 巨 石 を 用 い た 城 塞 が 築 か れた 。   

④  ミ ケ ー ネ の 王 は 、 役 人 を 用 い て 貢 納 を と り た て た 。   

⑤  ミ ケ ー ネ 文 明 衰 退 期 に 、 「 海 の 民 」 が 侵 入 し て い る 。   （ 明 治 ・ 経 営  改 ）  

 

問 ２  ミ ケ ー ネ 文 明 に つ い て の 記 述 と し て誤 っているものを 1 つ 選 び な さ い 。  

①  堅 固 な 巨 石 城 砦 が 築 か れ 、 王 宮 の 入 り 口 の 獅 子 門 は 今 も 残 っ て い る 。  

②  前 1 6 世 紀 、 印 欧 語 系 の 人 々 が ギ リ シ ア 本 土 に 形 成 し た 青 銅 器 文 明 であ る 。  

③  ト ロ イ ア を 発 掘 し た シ ュ リ ー マ ン は 、 ミ ケ ー ネ 文 明 の 遺 跡 も 発 掘 し た 。  

④  ク ノ ッソ ス や ピ ュ ロ ス な ど の 都 市 が 栄 え た 。          （ 中 央 ・ 全 学 部 統 一 ）  

 

問 ３  ポ リ ス 形 成 期 の 社 会 に つ い て の 以 下 の 説 明 の う ち 、 正 し い もの を 一 つ 選 び な さ

い 。  

①  ク レ ー ロ ス と よ ば れる 私 有 地 が 、 貴 族 に の み 分 配 さ れた 。  

②  ア カ イ ア 人 の 移 動 と と もに 鉄 器 が 普 及 し た 結 果 、 農 業 生 産 が 拡 大 し た 。  

③  ア ク ロ ポ リ ス と よ ば れる 公 共 の 広 場 が 政 治 ・ 経 済 活 動 の 中 心 と な っ た 。  

④  言 語 ・ 宗 教 ・ 祭 典 な ど を 基 礎 に 、 ギ リ シ ア 人 と し て の 意 識 が 高 め ら れた 。  

（ 明 治 ・ 全 学 部 統 一  改 ）  

 

問 ４  古 代 ギ リ シ ア に つ い て 、 正 し い 説 明 は ど れか 。  

①  ミ ケ ー ネ 文 明 か ら 、 鉄 器 文 明 の 時 代 に 入 っ た 。  

②  ア テ ネ は イ オニ ア 人 の ポ リ ス であ る 。  

③  完 成 期 の ア テ ネ の 民 主 政 では 、 2 0 歳 以 上 の 全 成 人 が 民 会 に 参 加 し た 。  

④  陶 片 追 放 ( オ ス ト ラ シ ズ ム )は ペ リ ク レ ス 時 代 に 創 設 さ れ た 。   （ 早 稲 田 ・ 教 育 ）  

 

問 ５  ア テ ネ と ス パ ル タ に つ い て の 記 述 の う ち 、 適 切 でな い もの を す べ て 選 べ 。  

①  ア テ ネ に は メ ト イ コ イ と 呼 ば れる 他 の ポ リ ス 出 身 の 居 留 外 国 人 が 多 数 お り 、 商 工 業

や 文 化 の 面 で 活 躍 し た 。  

②  ス パ ル タ に は 、 完 全 な 市 民 、 重 装 歩 兵 に 召 集 さ れる が 参 政 権 を もた な い ヘ イ ロ ー タ

イ 、 国 有 奴 隷 と し て 市 民 に 隷 属 す る 農 民 で あ る ペ リ オイ コ イ の 三 階 層 が あ っ た 。  

③  ポ リ ス の 所 有 す る ラ ウ レ イ オ ン 銀 山 が 産 出 す る 大 量 の 銀 は 、 ス パ ル タ に 膨 大 な 戦 費

を まか な う 財 政 基 盤 を 与 え た 。  

④  ス パ ル タ では 、 市 民 す べ て を 重 装 歩 兵 に 召 集 す る た め の 軍 国 主 義 的 な 教 育 が 行

な わ れ 、 一 種 の 鎖 国 政 策 が と ら れた 。            （ 早 稲 田 ・ 社 会 科 学  改 ）  
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問 ６  ア テ ネ と ス パ ル タ に 関 連 す る 以 下 の 文 章 か ら 、 正 し い もの を 1 つ 選 び な さ い 。  

①  最 盛 期 の ア テ ネ では 、 市 民 以 外 の 住 民 もふ くめ た 総 人 口 は 3 0 万 人 に の ぼ っ た 。  

②  ア テ ネ の 平 民 は 本 来 、 所 有 地 を 持 た ず 、 商 工 業 に 従 事 す る の が 一 般 的 であ っ た 。  

③  ヘ イ ロ ー タ イ と よ ば れて い た 奴 隷 身 分 の 農 民 に 対 し て 、 ペ リ オイ コ イ と よ ば れる 商 工

業 者 は 従 軍 の 義 務 を 負 い 、 一 定 の 参 政 権 を 認 め ら れて い た 。  

④  ス パ ル タ では 、 リ ュ ク ル ゴ ス の 制 と よ ば れる 特 殊 な 体 制 が と ら れて お り 、 市 民 団 の 結

束 が は か ら れ 、 ま た 商 工 業 が 育 成 さ れ た 。                （ 成 蹊 ・ 法  改 ）  

 

 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ②  問 ２  ④  問 ３  ④  問 ４  ②  問 ５  ② ・ ③  問 ６  ①  

 

 

【 論 述 問 題 】  

ス パ ル タ の 国 家 体 制 を 定 め た  

人 物 の 名 と 、 そ の 体 制 の 特 徴  

に つ い て 、 以 下 の 語 句 を 用 い  

て 9 0 字 以 内 で 説 明 せ よ 。  

 参 政 権  隷 属 民  

 

 

 

 

【 論 述 問 題 解 答 例 】  

第 １回  ア モン = ラ ー を 中 心 と す る 多 神 教 の 神 官 団 が 政 治 介 入 を 強 め た 。 こ れを 嫌 う ア

メ ン ホ テ プ ４ 世 は 、 ア ト ン の 一 神 教 を 創 始 し て 自 ら イ ク ナ ー ト ン と 改 名 し 、 テ ー ベ か ら テ ル

= エ ル = ア マ ル ナ へ 遷 都 し た 。 （ 9 0 字 ）
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前 期 第 ３ 回  古 代 ギ リ シア ②  

問 １  古 代 ア テ ネ に 関 す る 記 述 と し て 、 適 切 な もの を 一 つ 選 べ 。  

①  貴 族 の み が 、 土 地 や 奴 隷 を 所 有 でき た 。  

②  奴 隷 は 、 兵 士 と し て 国 防 の 義 務 を 負 っ た 。  

③  ソ ロ ン が 債 務 奴 隷 を 禁 止 し 、 陶 片 追 放 の 制 度 を 定 め た 。  

④  ペ イ シ ス ト ラ ト ス が 僭 主 政 治 を 確 立 し 、 中 小 農 民 を 保 護 し た 。 （ 成 蹊 ・ 文  改 ）  

 

問 ２  前 6 世 紀 の ア テ ネ 民 主 政 治 に つ い て 述 べ た 文 の 中 で 、 正 し い もの は ど れか 。  

①  ド ラ コ ン に よ っ て 、 初 め て 成 文 法 が 制 定 さ れ 、 法 に よ る 秩 序 の 維 持 が 図 ら れ た 。  

②  ソ ロ ン は 、 財 産 政 治 、 負 債 の 帳 消 し 、 債 務 奴 隷 の 禁 止 な ど の 改 革 を 実 施 し た 。  

③  ペ イ シ ス ト ラ ト ス が 僭 主 政 治 を 倒 し 、 中 小 農 民 を 保 護 し て 文 化 事 業 を 育 成 し た 。  

④  デ モス テ ネ ス が 陶 片 追 放 を 定 め 、 僭 主 の 出 現 を 防 い だ 。  （ 早 稲 田 ・ 人 間 科 学 ）  

 

問 ３  ア テ ネ の 政 治 史 に 関 す る 記 述 の う ち 最 も適 切 な もの を 1 つ 選 べ 。  

①  ド ラ コ ン は 、 従 来 か ら の 貴 族 の 慣 習 法 を 否 定 し て 、 市 民 す べ て に 対 す る 公 正 で 厳

格 な 裁 判 を 運 営 す る た め の 法 律 を 新 た に 制 定 し た 。  

②  ソ ロ ン は 貴 族 と 平 民 の 調 停 者 と し て 負 債 を 帳 消 し に し て 債 務 奴 隷 を 禁 止 し 、 財 産

に よ る 等 級 制 を 廃 止 し て 平 民 に 政 治 参 加 の 権 利 を 与 え た 。  

③  ペ イ シ ス ト ラ ト ス は 、 僭 主 と し て 独 裁 的 権 力 を 握 っ た が 、 平 民 を 支 持 基 盤 と し 、 農

民 に 土 地 を 分 配 し て 中 小 農 民 を 保 護 ・ 育 成 し た 。  

④  ク レ イ ス テ ネ ス は 、 従 来 か ら の 血 縁 に 基 づ く 4 部 族 制 を 発 展 さ せ て 住 民 の 居 住 地

区 で あ る デ ー モ ス を 設 け 、 行 政 や 軍 事 の 単 位 と し た 。  

⑤  ペ リ ク レ ス は 2 0 歳 以 上 の 男 子 市 民 で構 成 さ れる 民 会 を 最 高 議 決 機 関 と し 、 抽 選

制 で 議 員 を 選 出 す る 五 百 人 評 議 会 を 設 置 し た 。    （ 早 稲 田 ・ 社 会  改 ）  

 

問 ４  イ オ ニ ア 地 方 に つ い て 、 次 の 記 述 の う ち 適 切 な もの を １ つ 選 べ 。  

①  イ オ ニ ア 人 は 前 2 0 世 紀 頃 に ギ リ シ ア 本 土 に 南 下 し 、 ミ ケ ー ネ 文 明 を 建 設 し た 。  

②  小 ア ジ ア の メ デ ィア 王 国 に は じ まる 金 属 貨 幣 は 、 ギ リ シ ア 本 土 に も広 まっ た 。  

③  イ オ ニ ア 地 方 に は 、 ミ レ ト ス 、 ネ ア ポ リ ス 、 エ フ ェ ソ ス な ど の 植 民 都 市 が 建 設 さ れた 。  

④  ア ケ メ ネ ス 朝 に 対 す る イ オ ニ ア 諸 都 市 の 反 乱 を ア テ ネ が 援 助 し た こ と が 、 ペ ル シ ア

戦 争 の き っ か け と な っ た 。                      （ 早 稲 田 ・ 社 会  改 ）  

 

問 ５  ペ ル シ ア 戦 争 に 関 す る 次 の 記 述 の う ち 、誤 っているものは ど れか 。  

①  ミ ル テ ィ ア デ ス 率 い る ア テ ネ 重 装 歩 兵 軍 は 、 マ ラ ト ン の 戦 い で ペ ル シ ア 軍 を 破 っ た 。  

②  レ オニ ダ ス の 率 い る ス パ ル タ 軍 は 、 テ ル モ ピ ュ レ ー の 戦 い で ペ ル シ ア 軍 を 撃 退 し た 。  

③  テ ミ ス ト ク レ ス は 、 ラ ウ レ イ オン 銀 山 の 資 金 で艦 隊 を 建 造 し 、 サ ラ ミ ス の 海 戦 でペ ル シ

ア 艦 隊 を 破 っ た 。  

④  ス パ ル タ や ア テ ネ な ど の 連 合 軍 は 、 ペ ル シ ア 軍 を プ ラ タ イ ア イ の 陸 戦 で 破 っ た 。  
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（ 早 稲 田 ・ 政 経 ）  

 

問 ６  前 ５ 世 紀 の ア テ ネ と ス パ ル タ に 関 し て 述 べ た 次 か ら 、誤 っているものを 選 べ 。  

①  ア テ ネ は 、 ペ ル シ ア の 報 復 に 備 え て デ ロ ス 同 盟 を 結 成 し 、 ほ か の ポ リ ス を 支 配 し た 。  

②  ア テ ネ は 、 ペ リ ク レ ス の 指 導 の もと で 、 直 接 民 主 政 の 制 度 を 整 備 し て い っ た 。  

③  ア イ オリ ス 人 の ポ リ ス で あ る ス パ ル タ は 、 エ パ メ イ ノ ン ダ ス の もと で 勢 力 を 拡 大 し た 。  

④  ス パ ル タ は ペ ロ ポ ネ ソ ス 同 盟 の 盟 主 と し て 、 ペ ロ ポ ネ ソ ス 戦 争 で ア テ ネ と 戦 っ た 。  

（ 早 稲 田 ・ 人 間 科 学  改 ）  

 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ④  問 ２  ②   問 ３  ③  問 ４  ④   

問 ５  ②  問 ６  ③  

 

 

【 論 述 問 題 】  

ペ リ ク レ ス 時 代 に 行 わ れた 政 治 改 革 の 背 景 、  

内 容 、 結 果 に つ い て 、 以 下 の 語 句 を 用 い て  

9 0 字 以 内 で 説 明 せ よ 。  

サ ラ ミ ス 海 戦  民 会  扇 動 政 治 家  

 

 

 

【 論 述 問 題 解 答 例 】  

第 ２回  問 3  リ ュ ク ル ゴ ス 。 征 服 者 の ス パ ル タ 人 が 参 政 権 を 独 占 し 、 軍 事 訓 練 に 励 ん

だ 。 半 自 由 民 の ペ リ オイ コ イ を 商 工 業 に 従 事 さ せ 、 先 住 民 の ヘ イ ロ ー タ イ を 隷 属 民 と し

て 農 業 労 働 に 従 事 さ せ た 。 ( 8 2 字 )   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前 期 第 ４ 回  共 和政 ロ ー マ  

問 １  リ キ ニ ウ ス ・ セ ク ス テ ィウ ス 法 の 説 明 文 と し て正 しくないものを 一 つ 選 べ 。  

①  こ の 法 は 、 2 人 の 護 民 官 が 提 案 し 、 可 決 さ れた もの であ る 。  

②  平 民 が 奴 隷 身 分 に 転 落 し な い よ う 、 債 務 奴 隷 の 禁 止 を 定 め た 。  

③  最 高 政 務 官 の 1 名 は 、 平 民 か ら 選 出 さ れる こ と と し た 。  

④  一 人 で 5 0 0 ユ ゲ ラ を 超 え る 公 有 地 の 占 有 を 禁 じ た 。    （ 青 山 学 院 ・ 経 営 ）  

 

問 ２  ロ ー マ の 身 分 闘 争 に つ い て 述 べ た 次 の 文 の 中 で誤 っているものは ど れか 。  

①  前 ５ 世 紀 、 平 民 だ け で 構 成 さ れ た 平 民 会 と 平 民 出 身 の 護 民 官 が 設 け ら れた 。  

②  前 ５ 世 紀 、 貴 族 の 慣 習 法 を 成 文 化 し た 十 二 表 法 に よ り 平 民 の 地 位 が 向 上 し た 。  

③  前 ４ 世 紀 、 リ キ ニ ウ ス ・ セ ク ス テ ィ ウ ス 法 に よ り 執 政 官 ２ 人 が 平 民 か ら 選 出 さ れた 。  

④  前 ３ 世 紀 、 ホ ル テ ン シ ウ ス 法 で平 民 会 決 議 が 元 老 院 の 承 認 な し に 国 法 と さ れた 。  

（ 早 稲 田 ・ 人 間 科 学  改 ）  

 

問 ３  都 市 国 家 ロ ー マ の 勢 力 拡 大 に 関 し て間 違 っているものを 一 つ 選 べ 。  

①  イ タ リ ア 半 島 征 服 の 過 程 で 、 ロ ー マ は た く み な 分 割 統 治 を 行 な い 、 同 盟 市 の 市 民

に は ロ ー マ 市 民 権 を 認 め た 。  

②  イ タ リ ア 半 島 以 外 の ロ ー マ の 征 服 地 で 、 ロ ー マ か ら 派 遣 さ れた 総 督 に よ っ て 統 治 さ

れた 地 域 を 属 州 と い う 。 最 初 の 属 州 と な っ た の は シ チリ ア で あ る 。  

③  獲 得 し た 占 領 地 の 多 くを 公 有 地 と し た が 、 奴 隷 な ど の 労 働 力 や 資 力 に 恵 まれ た

富 裕 市 民 が そ れら の 土 地 を 占 有 し た の で 、 ラ テ ィフ ン デ ィア が 形 成 さ れた 。  

④  ロ ー マ 軍 の 主 力 を 担 う 中 小 土 地 所 有 農 民 が 没 落 し た た め 、 マ リ ウ ス は 無 産 市 民

の 志 願 兵 を 集 め て 軍 団 を 組 織 す る と い う 軍 制 改 革 を 行 っ た 。     （ 法 政 ・ 経 済 他 ）  

 

問 ４  共 和 政 時 代 の ロ ー マ に 関 す る 次 の 記 述 の う ち誤 っているものは ど れか 。  

①  元 老 院 は 三 つ の 民 会 の 一 つ で 、 コ ン ス ル を 任 命 す る ロ ー マ の 最 高 機 関 だ っ た 。  

②  ロ ー マ は 西 地 中 海 の 支 配 を め ぐり カ ル タ ゴ と た び た び 戦 い 、 ( 大 ) ス キ ピ オは ザマ の

戦 い でハ ン ニ バ ル を 破 っ た 。  

③  共 和 政 末 の 内 乱 の な か で 平 民 派 の カ エ サ ル が 頭 角 を 現 し 、 ポ ン ペ イ ウ ス を 倒 し

て 、 イ ン ペ ラ ト ル の 称 号 を 手 に し た 。  

④  カ エサ ル の 暗 殺 後 、 ア ク テ ィウ ム の 海 戦 で 勝 利 し た オク タ ヴ ィア ヌ ス が ア ウ グ ス ト ゥ ス

と い う 称 号 を 手 に し た 。                                 （ 早 稲 田 ・ 政 経  改 ）  

 

問 ５  グ ラ ック ス 兄 弟 の 改 革 に 関 連 す る 記 述 と し て誤 っているものは ど れか 。  

①  大 ス キ ピ オの 孫 であ り 、 相 次 い で 護 民 官 に 就 任 し た 兄 弟 に よ っ て 行 わ れた 。  

②  ホ ル テ ン シ ウ ス 法 の 復 活 に よ っ て 、 公 有 地 の 占 有 を 制 限 す る 政 策 を 含 ん でい た 。  

③  市 民 軍 再 建 の た め 、 公 有 地 を 再 配 分 し て 自 作 農 を 創 設 す る 政 策 を 含 ん でい た 。  

④  公 有 地 の 占 有 規 制 を 試 み た た め 、 元 老 院 の 反 対 を う け た 。 （ 早 稲 田 ・ 政 経 ）  
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問 ６  古 代 ロ ー マ に 関 す る 記 述 と し て もっ と も 適 切 な もの は 、 次 の う ち ど れか 。  

①  ク ラ ッス ス は 大 土 地 所 有 者 の 土 地 を 没 収 し て 、 自 作 農 の 再 建 を 試 み た 。  

②  国 防 に 重 要 な 役 割 を 果 た し た 剣 奴 に よ る 身 分 闘 争 が 頻 繁 に お こ っ た 。  

③  戦 争 捕 虜 で あ る 奴 隷 を 多 数 使 っ た コ ロ ナ ト ゥ ス が 営 まれ た 。  

④  リ キ ニ ウ ス ・ セ ク ス テ ィウ ス 法 に よ り 、 コ ン ス ル の 1 名 は 平 民 か ら 選 出 す る と 定 め た 。  

（ 成 蹊 ・ 文 ）  

 

問 ７  ロ ー マ の 政 争 に つ い て 述 べ た 文 と し て 、 適 切 な もの を 一 つ 選 べ 。  

①  護 民 官 に 選 ば れた グ ラ ック ス 兄 弟 は 、 大 土 地 所 有 制 度 守 ろ う と し て 、 失 敗 し た 。  

②  ト ラ キ ア 出 身 の 剣 奴 ス パ ル タ ク ス は 、 奴 隷 を 率 い て 大 反 乱 を 起 こ し た 。  

③  平 民 派 の グ ラ ック ス は 、 閥 族 派 の ス ラ と 互 い に 私 兵 を 率 い て 抗 争 し た 。  

④  レ ピ ド ゥ ス 、 カ エサ ル 、 ク ラ ッ ス ス が 私 的 な 盟 約 を 結 び 、 第 １ 回 三 頭 政 治 を 始 め た 。  

（ 早 稲 田 ・ 人 間 科 学  改 ）  

 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ②  問 ２  ③  問 ３  ①  問 ４  ①  問 ５  ②   

問 ６  ④  問 ７  ②   

 

【 論 述 問 題 】  

ポ エニ 戦 争 後 の ロ ー マ 社 会 の 変 化 に つ い て 、 以 下 の 語

句 を 用 い て 9 0 字 以 内 で 説 明 せ よ 。    穀 物  奴 隷  

無 産 市 民   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 論 述 問 題 解 答 例 】  

第 ３回  サ ラ ミ ス 海 戦 で 三 段 櫂 船 の 漕 ぎ手 と し て 無 産 市 民 が 活 躍 し た 。 彼 ら が 参 加 で

き る 民 会 を 最 高 機 関 と し 、 将 軍 以 外 の 官 職 を 抽 選 制 に し た 。 の ち 扇 動 政 治 家 が 民

会 を 左 右 し 、 衆 愚 政 治 に 陥 っ た 。 ( 8 5  字 )   
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前 期 第 ５ 回  帝 政 ロ ー マ、 キ リ ス ト教 の 成 立  

問 １  ロ ー マ 元 首 政 に 関 連 す る 記 述 と し て不 適 切 なものを 1 つ 選 び な さ い 。  

①  元 老 院 か ら ア ウ グ ス ト ゥ ス の 称 号 を 贈 ら れ た オク タ ウ ィ ア ヌス は 、 共 和 政 の 制 度 を 尊

重 し 、 自 ら を 市 民 の 中 の 第 一 人 者 と 位 置 づ け た 。  

②  五 賢 帝 最 後 の 皇 帝 マ ル ク ス = ア ウ レ リ ウ ス = ア ン ト ニ ヌス は 、 辺 境 防 衛 に 力 を 注 い で

ブ リ タ ニ ア に 長 城 を 築 い た ほ か 、 ス ト ア 派 の 哲 学 者 と し て 『 自 省 録 』 を 著 し た 。  

③  軍 人 皇 帝 時 代 の 混 乱 を 収 拾 し よ う と し た デ ィ オク レ テ ィア ヌス 帝 は 、 皇 帝 の 神 的 権

威 を 強 調 し 、 政 治 体 制 を 専 制 君 主 政 (ド ミ ナ ト ゥ ス )に か え た 。  

④  コ ン ス タ ン テ ィ ヌス 帝 は 、 官 僚 制 と 専 制 君 主 制 を 確 立 し た 。  （ 成 蹊 ・ 法  改 ）  

 

問 ２  ロ ー マ 帝 国 の 勢 力 拡 大 に つ い て の 記 述 と し て誤 っているものを 選 び な さ い 。  

①  ク レ オパ ト ラ の 死 後 、 オク タ ウ ィア ヌス は エ ジ プ ト を ロ ー マ の 領 土 と な っ た 。  

②  ト ラ ヤ ヌス 帝 時 代 、 ロ ー マ 帝 国 の 領 土 が 最 大 に 達 し た と き 、 テ ィグ リ ス 川 ・ ユ ー フ ラ テ

ス 川 の 流 域 の 一 部 までそ の 勢 力 が お よ ん で い た 。  

③  ハ ド リ ア ヌ ス 帝 は 辺 境 防 衛 に 力 を そ そ ぎ 、 ブ リ タ ニ ア に 長 城 を 築 い た が 、 パ ル テ ィア

と の 戦 争 を 終 結 し 、 い く つ か の 属 州 を 手 放 し た 。  

④  マ ル ク ス = ア ウ レ リ ウ ス = ア ン ト ニ ヌ ス 帝 は 哲 学 に 熱 中 し 、 メ ソ ポ タ ミ ア を 放 棄 し た 。  

（ 中 央 ・ 全 学 部 統 一  改 ）  

 

問 ３  ロ ー マ 法 と キ リ ス ト 教 に 関 す る 次 の 文 章 の う ち 、 もっ と も 適 切 な もの を 選 び な さ い 。  

①  コ ン ス タ ン テ ィ ヌス 帝 は 、 3 1 3 年 の ニ ケ ー ア 公 会 議 に お い て キ リ ス ト 教 を 公 認 し た 。  

②  ト ラ ヤ ヌス 帝 は 、 三 位 一 体 説 を と な え る ア リ ウ ス 派 を 国 教 と し た 。  

③  エフ ェソ ス 公 会 議 で異 端 と さ れ た ネ ス ト リ ウ ス 派 は 、 中 国 へ 伝 わ り 祆 教 と 呼 ば れた 。  

④  ユス テ ィニ ア ヌス 大 帝 が 、 法 学 者 ト リ ボ ニ ア ヌ ス に 『 ロ ー マ 法 大 全 』 を 編 纂 さ せ た 。   

                             （ 明 治 ・ 商  改 ）  

 

問 ４  オク タ ウ ィ ア ヌ ス に 始 まる 政 治 体 制 に 関 す る 記 述 と し て誤 っているものは ど れか 。  

①  プ リ ン ケ プ ス が 実 権 を 握 る 「 プ リ ン キ パ ト ゥ ス 」 と 呼 ば れる 。  

②  エジ プ ト な ど 元 首 が 直 轄 す る 属 州 と 、 元 老 院 が 管 轄 す る 属 州 と に 分 け ら れた 。  

③  五 賢 帝 の 最 後 の 皇 帝 が 、 イ タ リ ア 本 土 の 全 自 由 人 に ロ ー マ 市 民 権 を 付 与 し た 。  

④  デ ィ オク レ テ ィア ヌス 以 来 の 統 治 体 制 は 、 ド ミ ナ ト ゥ ス と 呼 ば れる 。 （ 早 稲 田 ・ 政 経 ）  

 

問 ５  帝 政 ロ ー マ の 出 来 事 に つ い て 述 べ た 次 の 文 の 中 で 、誤 っているものは ど れか 。  

①  五 賢 帝 時 代 に ロ ー マ は 最 盛 期 を 迎 え 、 ト ラ ヤ ヌス 帝 の と き 領 土 は 最 大 と な っ た 。  

②  カ ラ カ ラ 帝 の と き に 、 ロ ー マ 市 民 権 は 帝 国 の 全 自 由 人 に あ た え ら れた 。  

③  デ ィ オク レ テ ィア ヌス 帝 の と き に 、 い わ ゆ る 軍 人 皇 帝 時 代 に 入 っ た 。  

④  テ オド シ ウ ス 帝 は 帝 国 を 分 割 し 、 ２ 子 に 分 与 し た 。   （ 早 稲 田 ・ 人 間 科 学 ）  

問 ６  ロ ー マ 時 代 の キ リ ス ト 教 に 関 す る 次 の 記 述 の う ち 、誤 っているものは ど れか 。  
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①  パ リ サ イ 派 の ユダ ヤ 教 徒 だ っ た パ ウ ロ は キ リ ス ト 教 徒 に 回 心 し 、 各 地 で 伝 道 し た 。  

②  デ ィ オク レ テ ィア ヌス 帝 は 、 帝 国 の 統 一 の た め 皇 帝 に 対 す る 崇 拝 を 強 制 し 、 キ リ ス ト

教 徒 に 対 す る 迫 害 を 行 っ た 。  

③  コ ン ス タ ン テ ィ ヌス 帝 は 、 キ リ ス ト 教 の 信 仰 の 自 由 を 認 め る と と もに 、 ニ ケ ー ア 公 会 議

で教 義 の 統 一 を 図 っ た 。  

④  テ オド シ ウ ス 帝 は 、 エ フ ェ ソ ス で 公 会 議 を 開 催 し 、 三 位 一 体 説 に 反 対 す る ア リ ウ ス

派 を 異 端 と す る 決 定 を 行 っ た 。                        （ 早 稲 田 ・ 政 経 ）  

 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ②  問 ２  ④  問 ３  ④  問 ４  ③  問 ５  ③  問 ６  ④   

 

 

【 論 述 問 題 】  

ロ ー マ に お け る 大 土 地 所 有 制 度 の 変 遷 に つ い て 、 以 下 の 語 句 を 用 い て 、 9 0  字 以 内

で説 明 し な さ い 。  

  奴 隷  商 品 作 物  コ ロ ヌ ス  

 

 

【 論 述 問 題 解 答 例 】  

第 ４回  長 期 の 従 軍 と 属 州 か ら の 安 価 な 穀 物 の 流 入 に よ り 、 中 小 農 民 が 無 産 市 民

へ と 没 落 し た 。 一 方 、 属 州 か ら の 利 益 を 独 占 し た 貴 族 が 土 地 を 買 収 し 、 奴 隷 を 用 い

て ラ テ ィフ ン デ ィア を 営 ん だ 。 ( 8 3 字 )  
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前 期 第 ６ 回  東 ア ジ ア ①（ 黄 河 文 明〜 周 の 封 建 制 ）  

問 １  殷 の 首 都 に 関 す る 文 章 と し て誤 っているものを 選 べ 。  

①  安 陽 が 殷 の 首 都 であ る こ と は 、 こ こ か ら 出 土 し た 甲 骨 文 字 の 解 読 で 判 明 し た 。  

②  殷 墟 は 商 王 朝 の 最 後 の 都 であ り 、 王 墓 と 推 測 さ れる 巨 大 な 陵 墓 が 発 掘 さ れ た 。  

③  殷 墟 か ら 出 土 す る 大 量 の 青 銅 器 の 銘 文 か ら 、 神 権 政 治 の 構 造 が 解 明 さ れ た 。  

④  渭 水 盆 地 を 根 拠 地 と し た 周 は 、 東 方 の 殷 を 滅 ぼ し た が 、 や が て 自 ら も 東 遷 す る 。  

（ 早 稲 田 ・ 商 ）  

 

問 ２  殷 お よ び 周 に つ い て の 記 述 の う ち 、 最 も 適 切 な もの を 選 べ 。  

①  現 在 の 河 南 省 鄭 州 で 1 9 2 8 年 に 行 わ れ た 発 掘 調 査 で殷 墟 が 発 見 さ れ、 殷 王 朝

の 実 在 が 確 認 さ れた 。  

②  周 は 黄 河 支 流 の 渭 水 流 域 に お こ り 、 殷 に 服 属 し な が ら 国 力 を 増 大 さ せ た 。  

③  周 の 武 王 は 前 1 0 2 7 年 の 牧 野 の 戦 い で 殷 の 桀 王 を 破 り 、 殷 王 朝 を 滅 亡 さ せ た 。  

④  周 は 西 方 の 異 民 族 犬 戎 に よ っ て 都 の 朝 歌 を 攻 略 さ れた た め 、 前 7 7 0 年 に 東 方 の

洛 邑 に 遷 都 し た 。                          （ 早 稲 田 ・ 社 会 科 学  改 ）  

 

問 ３  春 秋 戦 国 時 代 に 関 す る 以 下 の 記 述 の う ち 、誤 っているものを 一 つ 選 べ 。  

①  春 秋 時 代 の 名 称 は 、 孔 子 の 編 纂 と い わ れる 周 の 年 代 記 『 春 秋 』 に 由 来 し 、 戦 国

時 代 の 名 称 は 諸 国 の 外 交 戦 略 を 記 し た 『 戦 国 策 』 の 書 名 に 由 来 す る 。  

②  春 秋 時 代 、 有 力 諸 侯 は 周 王 の 権 威 を 利 用 し つ つ 、 み ず か ら の 勢 力 拡 大 に 努 め

た 。 彼 ら は 「 尊 王 攘 夷 」 を 唱 え て 同 盟 の 盟 主 た ら ん と し 、 覇 者 と 称 し た 。  

③  周 の 封 建 制 は 春 秋 時 代 ま で残 り 、 諸 侯 と 卿 ・ 大 夫 の 主 従 関 係 に お い て 、 諸 侯 が

封 土 ・ 采 邑 を 与 え 、 そ の 見 返 り と し て 貢 納 と 軍 事 奉 仕 の 義 務 を 負 わ せ た 。  

④  戦 国 時 代 の 諸 国 は 、 邑 の 集 合 体 と い う 国 家 形 態 か ら 、 領 土 を 支 配 す る 領 域 国

家 へ と 変 質 し 、 官 僚 機 構 を 通 じ 人 民 を 戸 と し て 支 配 し た 。  （ 早 稲 田 ・ 法  改 ）  

 

問 ４  諸 子 百 家 に 関 す る 記 述 と し て誤 りを含 むものを 二 つ 選 び な さ い 。  

①  孟 子 は 性 善 説 を 唱 え 、 力 に よ る 政 治 に 反 対 し 、 徳 に よ る 統 治 を 説 い た 。  

②  荀 子 は 性 悪 説 を 唱 え 、 社 会 秩 序 維 持 の た め に 仁 の 重 要 性 を 強 調 し た 。  

③  荘 子 は 無 為 自 然 の 立 場 か ら 、 世 俗 的 な 欲 望 を 捨 て て 自 由 に な る こ と を 目 指 し た 。  

④  張 儀 は 秦 に 対 抗 す る 合 従 策 を 説 い た が 、 蘇 秦 の 連 衡 策 に 敗 れた 。  

（ 早 稲 田 ・ 国 際 教 養  改 ）  

問 ５  戦 国 の 七 雄 の 説 明 と し て誤 りを含 むものを 選 べ 。  

①  臨 淄 と 都 と し た 斉 は 東 方 の 大 国 で、 そ の 討 滅 を もっ て 秦 の 統 一 が 完 成 し た 。  

②  西 方 の 秦 は 咸 陽 に 都 を 置 き 、 東 方 の 六 国 と 和 戦 を まじ え た 外 交 を 展 開 し た 。  

③  魯 の 都 であ る 曲 阜 は 孔 子 の 生 誕 地 で 、 儒 教 の 中 心 地 と し て 知 ら れて い る 。  

④  趙 は 、 晋 を 三 分 し た 家 臣 の 一 人 が 周 王 か ら 諸 侯 と 認 め ら れ 、 邯 鄲 を 都 と し た 。  

                                      （ 早 稲 田 ・ 法 ）  
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問 ６  戦 国 時 代 の 秦 に 関 す る 以 下 の 記 述 の う ち 、誤 っているものを 一 つ 選 べ 。  

①  秦 は 中 国 の 北 西 辺 境 の 地 よ り 起 こ っ た が 、 東 に 移 動 し な が ら 勢 力 を 拡 大 し て い

き 、 孝 公 の と き 都 を 咸 陽 に 移 し 、 富 国 強 兵 政 策 を お こ な い 、 権 力 の 強 化 を は か っ た 。  

②  孝 公 の と き に 登 用 さ れた の が 商 鞅 で 、 彼 は 貴 族 の 出 身 であ っ た が 、 母 国 では 受 け

入 れら れず 、 秦 国 に お い て 、 県 制 の 実 施 、 戸 籍 の 作 成 、 度 量 衡 の 単 位 を 統 一 し た 。  

③  韓 非 は 法 家 の 理 論 を 集 大 成 し 、 君 主 の 定 め た 法 に よ る 官 僚 の 統 御 と 人 民 統 治

を 主 張 し た が 、 秦 王 政 に 仕 え る 李 斯 の 謀 略 に よ り 自 害 さ せ ら れ た 。  

④  社 会 的 分 業 の 発 展 に つ れ、 各 国 は 青 銅 貨 幣 を 鋳 造 し た 。 秦 では 刀 銭 が 鋳 造 さ

れ、 秦 王 政 が 始 皇 帝 と な る と 、 そ れを 統 一 貨 幣 と 定 め た 。   （ 早 稲 田 ・ 法  改 ）  

 

 

 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ③  問 ２  ②  問 ３  ①  問 ４  ② ・ ④  問 ５  ③  問 ６  ④  

 

【 論 述 問 題 】  

殷 と 周 の 統 治 体 制 の 違 い に つ い て 、  

以 下 の 語 句 を 用 い て 9 0 字 以 内 で説 明 し な さ い 。    

甲 骨  血 縁  封 土  

 

 

【 論 述 問 題 解 答 例 】  

第 ５回  ポ エニ 戦 争 期 、 奴 隷 を 使 役 し て オリ ー ヴ な ど の 商 品 作 物 を 生 産 す る ラ テ ィフ ン

デ ィ ア が 成 立 し た 。 ３ 世 紀 に は 小 作 人 コ ロ ヌ ス を 用 い て 自 給 用 穀 物 を 生 産 す る コ ロ ナ

ー ト ゥ ス に 転 換 し た 。 ( 8 4  字 )   
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前 期 第 ７ 回  東 ア ジ ア ②（ 秦 漢 ）  

問 １  秦 の 始 皇 帝 に 関 す る 記 述 と し て もっ と も適 切 な もの は 、 次 の う ち ど れか 。  

①  地 方 行 政 制 度 と し て 郡 国 制 を 全 国 に 施 行 し 、 中 央 集 権 体 制 の 基 礎 を 築 い た 。  

②  儒 教 思 想 に 基 づ く 中 央 集 権 体 制 を 確 立 す る た め 言 論 ・ 思 想 の 統 制 を 行 っ た 。  

③  楚 の 項 羽 は 漢 の 劉 邦 と 争 い 、 四 面 楚 歌 の な か で 垓 下 の 戦 い に 敗 れて 自 殺 し た 。   

④  始 皇 帝 に よ る 統 一 後 、 秦 は わ ず か 1 5 年 で崩 壊 し た 。    （ 成 蹊 ・ 文  改 ）  

 

問 ２  前 漢 の 政 治 お よ び 社 会 の 説 明 と し て 正 し い もの を 選 べ 。  

①  高 祖 劉 邦 の 死 後 、 皇 后 であ っ た 武 氏 の 一 族 が 政 権 を 奪 っ て 専 横 を 極 め た 。  

②  景 帝 が 派 遣 し た 遠 征 軍 が 匈 奴 の 冒 頓 単 于 に 大 敗 し た の ち 、 領 土 削 減 に 反 対 す

る 諸 侯 が 呉 楚 七 国 の 乱 を お こ し た 。  

③  県 の 下 に は 郷 ・ 亭 ・ 里 の 郷 村 組 織 が 置 か れ、 徳 望 あ る 年 長 者 か ら 互 選 さ れ た 里

老 人 が 行 政 、 徴 税 、 教 化 を 行 っ た 。  

④  長 安 に 近 い 直 轄 地 に は 郡 県 制 を 施 行 し 、 地 方 に は 皇 帝 の 一 族 や 功 臣 な ど を 王 ・

侯 と す る 封 建 制 を 施 行 し た 。             （ 早 稲 田 ・ 人 間 科 学  改 ）  

 

問 ３  漢 王 朝 に 関 す る 以 下 の 記 述 の う ち 、誤 っているものを 一 つ 選 べ 。  

①  高 祖 は 、 直 轄 地 に は 郡 県 制 で官 僚 を 派 遣 し 、 遠 隔 地 に は 劉 氏 一 族 や 功 臣 を 諸

侯 と し て 領 土 を 与 え る 封 建 制 を 採 用 し た 。 こ れが 郡 国 制 であ る 。  

②  郡 国 制 の もと 勢 力 を 拡 大 し た 劉 氏 一 族 の 諸 侯 勢 力 に 対 し 、 武 帝 が 領 土 の 削 減

を は か っ た 結 果 、 彼 ら が 呉 楚 七 国 の 乱 を 引 き 起 こ し た 。  

③  武 帝 は 、 地 方 長 官 に よ る 官 吏 候 補 者 の 推 薦 を 意 味 す る 郷 挙 里 選 を 推 進 し 、 は じ

め て 元 号 を 定 め る な ど 、 帝 権 を 強 化 し て 中 央 集 権 化 を は か っ た 。  

④  高 祖 は 匈 奴 の 冒 頓 単 于 に 敗 れ、 屈 辱 的 講 和 を 結 ん だ 。  

⑤  武 帝 は 匈 奴 挟 撃 の た め 張 騫 を 大 月 氏 国 に 派 遣 し 、 衛 青 や 霍 去 病 が 匈 奴 を 北 方

に 追 い や っ た 。                             （ 早 稲 田 ・ 法  改 ）  

 

問 ４  漢 の 武 帝 の 説 明 と し て 正 し い もの を 選 べ 。  

①  匈 奴 に 対 す る 和 親 策 を 放 棄 し 、 衛 青 、 霍 去 病 、 李 陵 ら に 匈 奴 を 攻 撃 さ せ た 。  

②  董 仲 舒 の 献 策 を い れて 五 経 博 士 を 設 置 し 、 儒 教 を 科 挙 の 科 目 と し た 。  

③  南 越 国 を 滅 ぼ し て ９ 郡 を 設 置 し た が 、 徴 姉 妹 の 反 乱 が お こ っ た 。  

④  高 句 麗 を 滅 ぼ し て 楽 浪 、 真 番 な ど ４ 郡 を お い た 。   （ 早 稲 田 ・ 教 育  改 ）  

 

問 ５  新 と 後 漢 に つ い て の 記 述 と し て 正 し い もの を 、 次 の 中 か ら 一 つ 選 び な さ い 。  

①  新 を た て た 王 莽 は 、 秦 を 理 想 と す る 復 古 政 治 を 行 っ た 。  

②  後 漢 の 西 域 都 護 であ る 班 超 は 、 部 下 の 甘 英 を 大 秦 に 派 遣 し 、 国 交 を 結 ん だ 。  

③  儒 家 官 僚 を 外 戚 勢 力 が 弾 圧 す る 「 党 錮 の 禁 」 が 行 わ れた 。  

④  2 世 紀 後 半 に 、 黄 巾 の 乱 が 起 こ っ た 。                 （ 成 蹊 ・ 法  改 ）  
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問 ６  後 漢 の 外 交 に 関 連 し て 、誤 っているものを 一 つ 選 べ 。  

①  後 漢 の 西 域 都 護 ・ 班 超 の 兄 は 、 『 漢 書 』 を 著 し た 班 固 であ る 。  

②  班 超 が 大 秦 国 に 派 遣 し よ う と し た 彼 の 部 下 は 甘 英 であ る 。  

③  こ の 時 代 、 後 漢 は カ ス ピ 海 以 東 5 0 カ 国 を 勢 力 下 に 置 き 西 域 都 護 が 統 括 し た 。  

④  １世 紀 末 、 後 漢 は 北 匈 奴 と 協 力 し て 南 匈 奴 を 挟 撃 し 、 北 辺 の 脅 威 を 一 掃 し た 。  

（ 東 洋 ・ 経 済 他  改 ）  

 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ③  問 ２  ④  問 ３  ②  問 ４  ①   

問 ５  ④  問 ６  ④  

 

【 論 述 問 題 】  

秦 と 前 漢 の 儒 家 に 対 す る 政 策 の 違 い に つ い て 、 以

下 の 語 句 を 用 い て  9 0  字 以 内 で 説 明 し な さ い 。   

 李 斯  董 仲  

 

 

 

【 論 述 問 題 解 答 例 】  

第 ６回  殷 は 神 権 政 治 。 王 が 甲 骨 を 用 い て 神 意 を 占 い 、 多 くの 邑 を 従 え た 。 周 は 封

建 制 度 。 血 縁 を 重 視 し 、 王 は 一 族 功 臣 を 諸 侯 に 、 諸 侯 は 同 様 に 卿 ・ 大 夫 ・ 士 を 任

命 し て 封 土 を 与 え 、 軍 役 ・ 貢 納 を 課 し た 。 （ 8 8 字 ）  
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前 期 第 ８ 回  東 ア ジ ア ③（ 魏 晋 南 北朝 〜 隋 ）  

問 １  三 国 時 代 に つ い て の 記 述 と し て 正 し い もの を 一 つ 選 び な さ い 。  

①  劉 秀 は 蜀 の 建 国 者 で、 魏 ・ 呉 と と もに 天 下 三 分 を 実 現 し た 。  

②  華 北 を 統 一 し た 曹 操 は 、 赤 壁 の 戦 い で 劉 備 ・ 孫 権 の 連 合 軍 に 勝 利 し た 。  

③  司 馬 炎 (武 帝 )は 晋 を 建 国 し 、 蜀 を 滅 ぼ し て 中 国 を 統 一 し た 。  

④  呉 の 都 ・ 建 業 （ 現 在 の 南 京 ） は 江 南 の 政 治 ・ 経 済 ・ 文 化 の 中 心 で あ り 、 東 晋 も同

地 に 都 を 置 い た 。                   （ 中 央 ・ 経 済 他  改 ）  

 

問 ２  五 胡 十 六 国 時 代 に 関 す る 記 述 と し て もっ と も適 切 な もの は 、 次 の う ち ど れか 。  

①  西 晋 の 武 帝 の 後 継 者 を め ぐる 八 王 の 乱 で 、 諸 王 が 周 辺 民 族 の 傭 兵 を 利 用 し た こ

と が 五 胡 の 華 北 へ の 侵 入 の 契 機 と な っ た 。  

②  五 胡 の 戦 乱 を 避 け て 華 北 か ら 漢 人 が 移 住 し た 江 南 は 、 混 乱 で 開 発 が 遅 れた 。  

③  華 北 で 興 亡 し た 五 胡 十 六 国 は 、 い ず れ も 遊 牧 民 族 の 五 胡 が 建 国 し た 。  

④  五 胡 は 中 国 文 化 の 移 入 を 拒 み 、 戦 乱 で 華 北 は 荒 廃 し た 。 （ 成 蹊 ・ 文  改 ）  

 

問 ３  ４ 世 紀 初 頭 の 華 北 の 動 乱 に 関 す る 記 述 と し て 、 正 し い もの を 選 べ 。  

①  反 乱 軍 は 、 「 王 侯 将 相
し ょ う し ょ う

い ず くん ぞ 種
し ゅ

あ ら ん や 」 と 下 剋 上 を 呼 び か け た 。  

②  呉 と 楚 を 中 心 と す る 諸 侯 国 連 合 軍 が 、 漢 に 対 し て 反 乱 を 起 こ し た 。  

③  反 乱 軍 は 、 「 蒼 天
そ う て ん

す でに 死 す 。 黄 天 まさ に 立 つ 」 と 漢 王 朝 の 打 倒 を 呼 び か け た 。  

④  匈 奴 を 中 心 と す る 遊 牧 民 が 、 晋 の 都 の 洛 陽 を 攻 略 し た 。 （ 関 西 学 院 ・ 文 他  改 ）  

 

問 ４  北 魏 の 孝 文 帝 が お こ な っ た 政 策 と し て 正 し い もの を 一 つ 選 び な さ い 。  

①  漢 人 の 言 語 や 服 装 を 禁 止 し た 。  

②  魏 ・ 晋 の 土 地 制 度 を 参 考 に し て 、 屯 田 制 を 実 施 し た 。  

③  三 長 制 と い う 村 落 制 度 、 戸 調 式 と い う 課 税 制 度 を 実 施 し た 。    

④  平 城 か ら 洛 陽 に 遷 都 し た 。            （ 中 央 ・ 法  改 ）  

 

問 ５  均 田 制 の 説 明 と し て誤 っているものを 選 べ 。  

①  西 晋 の 占 田 ・ 課 田 法 は 、 均 田 制 に つ な が る 土 地 制 度 と さ れる 。  

②  北 魏 の 均 田 制 は 、 農 民 へ の 土 地 の 給 付 と 回 収 を 定 め た 。  

③  隋 の 均 田 制 は 、 妻 や 耕 牛 に 対 し て も土 地 を 支 給 し た 。  

④  唐 の 均 田 制 は 、 丁 男 と 中 男 に 口 分 田 と 永 業 田 を 支 給 し た 。     （ 早 稲 田 ・ 商 ）  

 

問 ６  五 胡 十 六 国 時 代 に 活 躍 し た 僧 侶 の 説 明 と し て 最 も 適 当 な もの を 一 つ 選 べ 。  

①  中 国 最 初 の 経 典 翻 訳 者 であ る 亀 茲 出 身 の 鳩 摩 羅 什 が 訳 し た 経 典 は 「 旧 訳 」 と

呼 ば れ 、 後 に 玄 奘 ら の 「 新 訳 」 に 対 比 さ れる 。  

②  仏 図 澄 は 、 鳩 摩 羅 什 の 翻 訳 経 典 に 基 づ い て 老 荘 思 想 的 な 仏 教 理 解 を 排 除 す
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る と と も に 、 出 家 の 人 々 の 生 活 規 範 を 整 備 す る こ と に 力 を 尽 く し た 。  

③  法 顕 は 南 海 経 由 でイ ン ド に 入 り 、 仏 跡 巡 礼 の 後 、 シ ル ク ロ ー ド を 経 て 帰 国 し た 。  

④  シ ル ク ロ ー ド を 経 て イ ン ド に 入 っ た 玄 奘 は 、 ハ ル シ ャ 王 の 庇 護 の も と 、 ナ ー ラ ン ダ ー

僧 院 で 仏 教 を 究 め 、 大 量 の 仏 典 を 伴 っ て 帰 国 し た 。      （ 東 洋 ・ 文 他  改 ）  

問 ７  隋 王 朝 に つ い て の 記 述 と し て誤 りを含 むものを 選 び な さ い 。  

①  楊 堅 は 北 周 の 外 戚 だ っ た が 、 禅 譲 の 形 で帝 位 を 奪 い 、 隋 朝 を 開 い た 。  

②  隋 は 九 品 中 正 法 を 廃 し 、 学 科 試 験 に よ る 官 吏 登 用 を は じ め た 。  

③  隋 は 北 の 突 厥 、 東 の 高 麗 へ の 遠 征 を 行 っ た が 、 い ず れ も 平 定 でき な か っ た 。  

④  隋 が 都 を 置 い た 大 興 城 は 今 日 の 西 安 に あ た る 。      （ 中 央 ・ 経 済  改 ）  

 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ④  問 ２  ①  問 ３  ④   

問 ４  ④  問 ５  ③  問 ６  ①   

問 ７  ③  

 

【 論 述 問 題 】  

漢 代 か ら 隋 代 ま で の 官 吏 登 用 制 度  

に つ い て 、 以 下 の 語 句 を 用 い て 9 0  

字 以 内 で説 明 し な さ い 。   

 漢 の 武 帝  門 閥 貴 族  学 科 試 験  

 

 

【 論 述 問 題 解 答 例 】  

第 ７回  秦 の 始 皇 帝 は 法 家 の 李 斯 の 建 言 に よ り 、 焚 書 ・ 坑 儒 を 行 っ て 儒 家 を 弾 圧 し

た 。 前 漢 の 武 帝 は 儒 家 の 董 仲 舒 の 建 言 に よ り 、 儒 学 を 官 学 化 し て 五 経 博 士 を 設 置

し ， 郷 挙 里 選 で有 徳 者 を 官 吏 に 採 用 し た 。 ( 8 8 字 )  
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前 期 第 ９ 回  東 ア ジ ア ④（ 唐 ）  

問 １  唐 の 律 令 制 に 関 す る 次 の 記 述 の う ち 適 切 な もの を 1 つ 選 べ 。  

①  律 令 の 施 行 細 則 を 格 と い い 、 律 令 の 変 更 ・ 補 充 の 規 定 を 式 と い う 。  

②  中 書 省 が 詔 勅 の 草 案 を 作 成 し 、 尚 書 省 が こ れを 審 議 し 、 門 下 省 が 執 行 し た 。  

③  社 会 の 変 化 に 対 応 し て 、 節 度 使 な ど の 令 外 の 官 が 設 け ら れた 。  

④  均 田 制 の 実 施 に よ り 、 大 土 地 所 有 が 消 滅 し た 。  （ 早 稲 田 ・ 社 会 科 学  改 ）  

 

問 ２  唐 代 の 政 治 に つ い て 正 し い もの を 選 び な さ い 。  

①  李 淵 は 隋 末 の 混 乱 に 乗 じ て 、 ウ イ グ ル の 支 援 を 得 て 唐 を 建 国 し た 。  

②  中 央 に 置 か れた 三 省 の う ち 、 門 下 省 は 詔 勅 の 審 議 を 担 当 し た 。  

④  唐 は 長 城 以 北 の 異 民 族 を 監 視 す る た め 衛 所 を 置 き 、 防 備 を 固 め た 。  

③  則 天 武 后 は 、 玄 宗 の 死 後 即 位 し 、 国 号 を 周 と し た 。  （ 同 志 社 ・ 社 会  改 ）  

 

問 ３  唐 の 周 辺 民 族 に 対 す る 支 配 に 関 す る 次 の 記 述 の う ち 適 切 な もの を 1 つ 選 べ 。  

①  都 護 府 を 通 じ た 間 接 統 治 政 策 を 、 羈 縻 政 策 と い う 。  

②  安 東 都 護 府 が 置 か れた ハ ノ イ は 南 海 交 通 の 基 地 と な っ た 。  

③  突 厥 は 6 世 紀 中 頃 に モン ゴ ル 高 原 か ら 興 り 、 匈 奴 を 滅 ぼ し て 大 帝 国 を 築 い た 。  

④  チベ ット 高 原 に は 南 詔 が 建 国 さ れ 、 唐 は 皇 女 の 降 嫁 に よ り 姻 戚 関 係 を 結 ん だ 。  

（ 早 稲 田 ・ 社 会 科 学  改 ）  

 

問 ４  唐 代 の 外 来 宗 教 の 説 明 と し て誤 っているものを 選 べ 。  

①  回 教 は 唐 代 に は 主 に 海 路 で伝 え ら れ、 中 国 南 方 の 港 市 に 寺 院 が 建 て ら れた 。  

②  景 教 は ネ ス ト リ ウ ス 派 キ リ ス ト 教 の 中 国 名 で、 阿 羅 本 が 来 朝 し て 布 教 し た 。  

③  祆 教 は ゾ ロ ア ス タ ー 教 の 中 国 名 で、 そ の 寺 院 は 清 真 寺 と 呼 ば れ た 。  

④  摩 尼 教 は 、 西 洋 では カ タ リ 派 に 影 響 を 与 え た 。        （ 早 稲 田 ・ 教 育 ）  

 

問 ５  朝 貢 と 冊 封 の 説 明 と し て 誤 っ て い る も の を 選 べ 。  

①  中 国 王 朝 が 与 え る 返 礼 品 を 目 当 て に 、 朝 貢 使 節 を 送 る 国 もあ っ た 。  

②  朝 貢 使 節 に 参 加 し た 商 人 が 、 寄 港 地 で 現 地 の 商 人 と 交 易 す る こ と もあ っ た 。  

③  日 本 は 唐 の 冊 封 を 受 け て い な か っ た が 、 遣 唐 使 は 朝 貢 使 節 と し て 扱 わ れた 。  

④  唐 の 玄 宗 は 、 大 祚 栄 を 渤 海 郡 王 に 封 じ た 。         （ 早 稲 田 ・ 商  改 ）  

 

問 ６  唐 に 関 連 し て誤 りを含 むものを 一 つ 選 び な さ い 。  

①  阿 倍 仲 麻 呂 の よ う に 、 外 国 人 の 中 に も 唐 王 朝 に 仕 え る もの が あ ら わ れた 。  

②  服 属 し た 部 族 の 首 長 に 統 治 を 委 ね 、 節 度 使 が 監 視 す る 羈 縻 政 策 を お こ な っ た 。  

③  則 天 武 后 は 科 挙 官 僚 を 積 極 的 に 任 用 し 、 貴 族 勢 力 を 抑 圧 し た 。  

④  帝 室 の 保 護 を う け た 仏 教 ・ 道 教 が 栄 え る 一 方 、 景 教 ・ 祆 教 ・ マ ニ 教 な ど 外 来 の 宗

教 の 寺 院 も 建 て ら れた 。                     （ 日 本 女 子 ・ 文  改 ）  
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問 ７  玄 宗 の 治 世 に 関 す る 次 の 記 述 の う ち 、適 切 でないものを 2 つ 選 べ 。  

①  玄 宗 の 治 世 の 前 半 は 、 貞 観 の 治 と 称 さ れる 。  

②  辺 境 防 衛 の た め 節 度 使 を 置 き 、 傭 兵 を 集 め る 募 兵 制 を 採 用 し た 。  

③  タ ラ ス 河 畔 の 戦 い で 唐 軍 が ア ッバ ー ス 朝 の 軍 隊 に 大 敗 し 、 製 紙 法 が 西 伝 し た 。  

④  安 禄 山 と 楊 炎 と の 対 立 か ら 安 史 の 乱 が 起 こ っ た 。  （ 早 稲 田 ・ 社 会 科 学  改 ）  

 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ③  問 ２  ②  問 ３  ①  問 ４  ③  問 ５  ③  問 ６  ②  問 ７  ① ・ ④  

 

【 論 述 問 題 】  

唐 代 に は 科 挙 制 度 に も 関 ら ず 、  門 閥 貴 族 が 権 力 を 温 存 さ れた 理 由 に つ い て 、 以 下

の 語 句 を 用 い て 9 0 字 以 内 で 説 明 せ よ 。   

 吏 部  蔭 位  門 下 省   

 

【 論 述 問 題 解 答 例 】  

第 ８回  漢 の 武 帝 が 採 用 し た 郷 挙 里 選 では 地 方 長 官 が 、 魏 の 九 品 中 正 では 中 正 官

が 有 徳 者 を 推 薦 し た が 、 い ず れ も 豪 族 を 優 遇 し 、 門 閥 貴 族 が 成 立 し た 。 隋 は 学 科 試

験 の 科 挙 を 実 施 し 、 能 力 に よ り 採 用 し た 。 ( 8 9 字 )   
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前 期 第 10 回  東 アジ ア ⑤ （ 宋 と 北方 民 族 ）  

問 １  北 宋 初 期 の 政 策 や 出 来 事 と し て誤 っているものを す べ て 選 べ 。  

①  文 治 主 義 を と り 、 軍 人 の 勢 力 を 弱 め る た め に 禁 軍 を 廃 止 し た 。  

②  科 挙 では 州 試 、 省 試 、 殿 試 の ３ 段 階 制 が 確 立 し 、 殿 試 の 上 位 合 格 者 が 高 級 官

僚 に 任 命 さ れ 、 君 主 独 裁 体 制 が 強 化 さ れた 。   

③  遼 の 聖 宗 と 宋 の 真 宗 が 澶 淵 の 盟 を 結 び 、 宋 は 兄 、 遼 は 弟 の 礼 を もっ て 親 交 し 、 宋

が 遼 に 対 し て 毎 年 絹 2 0 万 匹 、 銀 1 0 万 両 を 贈 る こ と で 和 平 を 実 現 し た 。  

④  こ の 盟 約 に よ り 、 遼 は 燕 雲 十 六 州 を 宋 に 返 還 し た 。  （ 早 稲 田 ・ 教 育 ・ 法  改 ）  

 

問 ２  西 夏 と 遼 に 関 す る 説 明 と し て 正 し い も の を 選 べ 。  

①  モン ゴ ル 系 党 項 族 の 李 元 昊 が 建 国 し た 西 夏 は 、 宋 と 慶 暦 の 和 約 を 結 ん で 、 銀 ・

絹 ・ 茶 な ど の 歳 賜 を 受 け た 。  

②  西 夏 は 、 東 西 交 通 路 の 要 地 で あ る ベ ラ サ グ ン に 都 を 置 き 、 中 継 貿 易 で栄 え た 。  

③  遼 の 初 代 皇 帝 と さ れる 耶 律 阿 保 機 は 契 丹 族 を 統 一 し て 建 国 し 、 高 麗 の 都 であ る

開 城 に 遠 征 し た の ち 陣 没 し た 。  

④  遼 は 、 遊 牧 民 に は 部 族 制 に よ っ て 統 治 す る 北 面 官 、 農 耕 民 に は 州 県 制 に よ っ て

統 治 す る 南 面 官 を 設 置 し た 。                 （ 早 稲 田 ・ 人 間 科 学  改 ）  

 

問 ３  王 安 石 の 新 法 に 関 す る 以 下 の 記 述 の 中 で 、 正 し い もの を 選 べ 。  

①  平 準 法 は 物 価 安 定 の た め 各 地 の 産 物 を 政 府 が 買 い 上 げ 、 不 足 地 で 転 売 し た 。  

②  均 輸 法 は 高 利 貸 し に 苦 し む 小 農 民 に 穀 物 や 資 金 を 政 府 が 低 利 で 貸 し 付 け 、 収

穫 時 に 返 済 さ た が 、 地 主 層 の 反 対 に あ っ た 。  

③  市 易 法 は 中 小 商 人 の 手 持 ち 物 資 が 売 れな い と き 、 政 府 が 買 い 上 げ た 。 大 商 人 に

よ る 価 格 操 作 を 抑 制 し 、 物 価 調 節 を は か っ た 。  

④  募 役 法 は 官 戸 に 労 役 を 免 除 す る か わ り に 免 役 銭 を 徴 収 し 、 希 望 者 に 雇 銭 を 支

給 し て 労 役 に 従 事 さ せ た 。                       （ 早 稲 田 ・ 法  改 ）  

 

問 ４  金 と 遼 に 関 す る 説 明 と し て 正 し い もの を 選 べ 。  

①  金 は 、 ト ル コ 系 女 真 族 の 完 顔 部 が 今 日 の 中 国 東 北 地 方 に 建 て た 国 であ る 。  

②  遼 の 王 族 ・ 耶 律 大 石 は 、 中 央 ア ジ ア の ベ ラ サ グ ン を 拠 点 と し て 西 遼 を 建 て た 。  

③  西 遼 に 滅 ぼ さ れた サ ー マ ー ン 朝 は 、 史 上 最 初 の ト ル コ 系 イ ス ラ ー ム 王 朝 であ っ た 。  

④  金 は フ ビ ラ イ が 率 い る モ ン ゴ ル 軍 の 攻 撃 で滅 ん だ 。   （ 早 稲 田 ・ 教 育  改 ）  

 

問 ５  南 宋 の 説 明 と し て誤 りがあるものを 選 べ 。  

①  金 の 攻 撃 で開 封 が 陥 落 す る と 、 高 宗 は 江 南 へ 逃 れて 杭 州 を 臨 安 府 と し た 。  

②  南 宋 の 都 ・ 臨 安 は 、 江 南 運 河 に よ っ て 長 江 に 繋 が る 交 通 の 要 衝 で あ っ た 。  

③  金 の 侵 攻 に 抵 抗 し た 岳 飛 は 、 宥 和 派 の 秦 檜 に 捕 ら わ れて 殺 さ れた 。  

④  南 宋 は 金 と 講 和 条 約 を 結 び 、 燕 雲 十 六 州 を 割 譲 し た 。 （ 早 稲 田 ・ 商  改 ）  
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問 ６  唐 代 以 降 の 江 南 に お け る 水 田 開 発 に つ い て 正 し い 記 述 を 1 つ 選 び な さ い 。  

①  低 湿 地 を 堤 防 で 囲 み 、 水 を 抜 い て 造 成 さ れた 水 田 は 囲 田 ・ 圩 田 と よ ば れた 。  

②  新 し い 品 種 の 稲 は 、 「 林 邑 稲 」 と い う 品 種 名 が 与 え ら れた 。  

③  新 田 造 成 の 結 果 、 「 湖 広 熟 す れば 天 下 足 る 」 と い う 言 葉 が 生 ま れた 。  

④  新 田 開 発 で 土 地 を 広 げ た 階 層 に は 官 戸 ・ 形 勢 戸 が 多 く、 直 接 耕 作 者 は 自 作 農

の 小 農 民 であ っ た 。                          （ 上 智 ・ 法 他  改 ）  

 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ① ・ ④   ①  問 ２  ④  問 ３  ③  問 ４  ②  問 ５  ④  問 ６  ①  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 論 述 問 題 】  

問  宋 の 外 交 関 係 の 推 移 に つ い て 、 以 下 の 語 句 を 用 い て 9 0 字 以 内 で 説 明 し な さ

い 。   

 澶 淵 の 盟  靖 康 の 変  淮 河   

 

 

 

【 論 述 問 題 解 答 例 】  

第 ９回  吏 部 が 行 う 官 吏 採 用 面 接 で は  貴 族 を 優 遇 し 、 貴 族 の 子 弟 は 蔭 位 の 制 で

科 挙 を 免 除 し た 。 貴 族 の 拠 点 門 下 省 は 詔 勅 の 修 正 権 を 持 っ た 。 ( 5 9 字 )    
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前 期 第 1 1 回  東 アジ ア ⑧ （ モ ン ゴル 帝 国 ・ 元 ）  

問 1  女 真 と モン ゴ ル の 説 明 と し て 正 し い もの を 選 べ 。  

①  女 真 は 猛 安 ・ 謀 克 、 モン ゴ ル は 千 戸 制 を 軍 事 力 の 基 盤 と し た 。  

②  女 真 は ツン グ ー ス 系 遊 牧 民 であ り 、 モン ゴ ル 高 原 を 故 地 と し た 。  

③  フ ビ ラ イ は 元 朝 を 開 い て 大 都 に 都 し 、 金 を 滅 ぼ す と 高 麗 を 属 国 と し 、 日 本 と 南 宋

の 平 定 計 画 を 進 め た 。  

④  南 宋 の 武 将 岳 飛 は 、 モ ン ゴ ル へ の 徹 底 抗 戦 を 主 張 し て 講 和 派 に 謀 殺 さ れた 。  

（ 早 稲 田 ・ 商  改 ）  

 

問 2  モン ゴ ル 帝 国 の 大 ハ ン に 関 す る 説 明 の う ち で誤 りを含 むものを 選 べ 。  

①  チン ギ ス は 、 ホ ラ ズ ム 朝 や 西 夏 を 征 服 、 金 を 滅 ぼ し た 直 後 に 陣 没 し た 。  

②  オゴ タ イ が 派 遣 し た バ ト ゥ は 、 リ ー グ ニ ッ ツ でド イ ツ ・ ポ ー ラ ン ド 連 合 軍 に 大 勝 し た 。  

③  モン ケ は 弟 の フ ラ グ に 遠 征 を 命 じ 、 ア ッバ ー ス 朝 を 征 服 し た 。  

④  フ ビ ラ イ は 大 都 に 遷 都 し て 国 号 を 元 と 定 め 、 日 本 に 遠 征 軍 を 送 る と と も に 南 宋 を

滅 ぼ し た 。                                （ 早 稲 田 ・ 法  改 ）  

 

問 3  モン ゴ ル 帝 国 に つ い て 述 べ た 文 と し て 、 正 し い もの を 選 び な さ い 。  

①  モン ゴ ル 帝 国 は ワー ル シ ュ タ ット で、 ド イ ツ ・ ポ ー ラ ン ド 諸 侯 連 合 軍 に 敗 れた 。  

②  チン ギ ス = ハ ン が 組 織 し た 千 戸 制 は 軍 事 組 織 であ り 、 行 政 組 織 も兼 ね た 。  

③  チン ギ ス = ハ ン の 孫 ハ イ ド ゥ は 、 フ ビ ラ イ = ハ ン の 即 位 に 反 対 し て 、 反 乱 を 起 こ し た 。  

④  キ プ チャ ク = ハ ン 国 は 、 都 を タ ブ リ ー ズ に 置 い た 。    （ 明 治 ・ 国 際 日 本  改 ）  

 

問 4  ヨ ー ロ ッ パ と モン ゴ ル 帝 国 の 関 わ り に つ い て 最 も適 切 な もの を 一 つ 選 び な さ い 。  

①  プ ラ ノ = カ ル ピ ニ は 、 教 皇 ボ ニ フ ァ テ ィ ウ ス 8 世 の 使 者 と し て モン ゴ ル 帝 国 を 訪 れた 。  

②  ル ブ ル ッ ク は 十 字 軍 へ の 協 力 を 求 め て モ ン ゴ ル 帝 国 に 派 遣 さ れた 。  

③  ジ ェノ ヴ ァ 出 身 の 商 人 マ ル コ = ポ ー ロ は 『 世 界 の 記 述 』 を 書 い た 。  

④  モン テ = コ ル ヴ ィノ は カ ラ コ ル ム の 大 司 教 と な っ た 。          （ 明 治 ・ 文 ）  

 

問 5  元 朝 に 関 す る 事 項 と し て誤 っているものを 選 べ 。  

①  モン ゴ ル 帝 国 は 支 配 領 域 に ジ ャ ム チを し い た が 、 中 国 に は 適 用 し な か っ た 。  

②  長 江 下 流 か ら 山 東 半 島 を 回 っ て 大 都 方 面 に 至 る 海 運 が 発 達 し た 。  

③  交 鈔 は 金 ・ 元 ・ 明 で発 行 さ れた 紙 幣 の 総 称 で 、 元 では 主 要 通 貨 と な っ た 。  

④  首 都 大 都 に 江 南 か ら 物 資 を 運 ぶ た め 、 新 運 河 を 開 削 し た 。 （ 早 稲 田 ・ 法  改 ）  

 

問 6  モン ゴ ル 帝 国 の 諸 ハ ン 国 の 説 明 と し て 正 し い もの を 選 べ 。  

①  チャ ガ タ イ = ハ ン 国 は ア ル マ リ ク を 首 都 と し て 中 央 ア ジ ア で 勢 力 を 強 め た が 、 1 4 世

紀 に 入 る と 南 北 2 国 に 分 裂 し た 。  

②  イ ル = ハ ン 国 は イ ス ラ ー ム 教 を 国 教 と し た ガ ザン = ハ ン の 治 世 下 に 全 盛 期 を 迎 え 、 イ
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ラ ン = イ ス ラ ー ム 文 化 が 成 熟 し た 。  

③  キ プ チャ ク = ハ ン 国 は ヴ ォ ル ガ 川 流 域 の サ ラ イ に 都 し 、 ウ ズ ベ ク = ハ ン の 時 代 に キ リ ス

ト 教 に 改 宗 し た 。  

④  オゴ タ イ 家 の ハ イ ド ゥ は 、 チャ ガ タ イ = ハ ン 国 や イ ル = ハ ン 国 と 同 盟 し て 、 元 の 世 祖 と

4 0 年 に わ た る 抗 争 を 続 け た 。                     （ 早 稲 田 ・ 法  改 ）  

 

【 正 誤 問 題 解 答 】  

問 １  ①  問 ２  ①  問 ３  ②  問 ４  ②  問 ５  ④  問 ６  ②   

 

【 論 述 問 題 】  

問  モン ゴ ル 帝 国 と 西 欧  

諸 国 と の 交 渉 に つ い て 、  

以 下 の 語 句 を 用 い て 9 0  

字 以 内 で説 明 し な さ い 。  

 プ ラ ノ = カ ル ピ ニ  

 マ ム ル ー ク 朝  

ワー ル シ ュ タ ッ ト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 0 回  澶 淵 の 盟 で 遼 へ の 歳 幣 を 強 い ら れた 北 宋 は 、 金 と 同 盟 を 結 び 、 遼 を 西 走

さ せ た 。 し か し 金 へ の 歳 幣 を 拒 否 、 金 は 靖 康 の 変 で北 宋 を 滅 ぼ し 、 南 宋 と 講 和 し て 淮

河 以 北 を 獲 得 し 、 歳 幣 支 払 い を 約 束 さ せ た 。 ( 9 0  字 )   

 

【 論 述 問 題 解 答 例 】  

第 1 1 回  ワ ールシ ュ タッ ト の 戦 い の あ と、 教 皇 使 節 プ ラ ノ = カル ピ ニ 、 仏 王 ル イ 9 世

の 使 節 ルブ ルッ クが カラコ ル ム を 訪 問 。 仏 王 の 十 字 軍 に 続 き 、 フ ラグ の モン ゴ ル 軍 が

マ ム ルー ク朝 エジ プ トに 侵 攻 し た 。 （ 8 8 字 ）   
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